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概　　要

第 4 回オープンファシリティシンポジウムは、平成 28 年 1 月 1 日に発足したグローバルファシリティ
センター（以下 GFC）の 1 年間の取り組みの報告と国が進める共用事業の最新情報の共有を目的として、
平成 29 年 1 月 31 日に北海道大学学術交流会館にて開催されたものであり、大学・法人・行政機関・
民間企業など参加機関 27 機関、169 名の方にご参加いただいた。

本シンポジウムは、2 部構成となっており、第 1 部では、始めの GFC センター長である網塚浩北海道
大学教授による本シンポジウムの趣旨説明に続き、文部科学省の科学技術・学術政策局研究開発基盤課　
渡辺その子前課長により、「新たな共用システムの導入と今後の研究開発基盤政策について」と題して、
基調講演が行われ、新たな共用システムの導入に関わる最新の動向が報告された。

その後、研究設備・機器の共用体制の集中的改革を進めていくことを目的とした「先端研究基盤共用促
進事業（新たな共用システム導入支援プログラム）」に学内で採択された 4 拠点からの活動報告並びに
共用拠点の統括部局である GFC による全体の方向性についての報告が行われた。

第 2 部では、GFC センター長である網塚浩北海道大学教授が、「グローバルファシリティセンター進
捗状況について」と題して、GFC による 1 年間の活動概要の説明が行われた。続いて、「Universities’ 
Research Center, University of Yangon: Activities and Capacity Enhancements」と題した Ye Chan ヤン
ゴン大学教授による招待講演が行われた。その後、グローバルファシリティセンター次世代共用化プロ
ジェクト連携室 /URA ステーションの阿部真育氏から試作ソリューション部門と設備リユース部門の紹
介が行われ、グローバルファシリティセンター事業推進室の柳谷龍一特任准教授から国際連携推進部門
の紹介と論文調査データベースの紹介が行われた。さらに産学・地域協働推進機構産学推進本部の杉村
逸郎氏から「最先端共用機器の産業への応用」と題して、産学連携の取り組み事例の紹介が行われた。

引き続き、江端新吾 GFC 副センター長 /URA ステーション主任 URA による進行のもと「イノベーショ
ン創出に資する研究基盤共用のあり方～共用のニーズ変遷と目指すべきゴール～」と題したパネルディ
スカッションが行われた。パネリストには、先の網塚浩氏、渡辺その子氏に加え、中島大輔氏（文部科
学省研究振興局学術機関課研究設備係係長）、大谷文章氏（北海道大学教授）、佐田和己氏（同教授）、
前仲勝実氏（同教授）を迎え、研究基盤共用のためのマネジメントと大学の研究基盤戦略と政策との連
携というテーマで様々な討論が行われた。最後に川端和重北海道大学理事・副学長による閉会の辞をもっ
て閉会となった。

本シンポジウムのアンケートの回答から、渡辺その子氏の基調講演、先端研究基盤共用促進事業採択 4
拠点の報告、パネルディスカッションが参加者に対して大きな反響を呼んでいたことが見て取れた。シ
ンポジウム全体を通して、8 割以上の方から、内容に “ 満足 ”、“ まあ満足 ” と回答して頂くことができ     
た。「講演・報告の内容も分かり易かった」「GFC はじめ北大と文科省との関係性の質の高さが印象的で、
これからの展開が楽しみ」「設備市場は使い方が簡単なのでメール周知などをしてほしい」など、本シ
ンポジウムの報告内容への満足度合に関する意見や GFC の今後の取り組みに対する期待の意見が多く
寄せられ、組織の重要性、GFC 自体への関心の高さが伺えた。本シンポジウムにおいて、北海道大学の
機器共用に関する取り組みは全国的にみても先駆的であり、好事例となる期待が持たれていることが改
めて示された。



■基調講演
　 渡辺その子
　 文部科学省　科学技術・学術政策局　研究開発基盤課　前課長

［第 1部］
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　 グローバルファシリティセンター　センター長

■会場風景

上原　広充
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■北海道大学における新たな共用システム導入支援プログラム採択 4 拠点の整備状況



■進行・パネリスト
上段左より
　江端　新吾（北海道大学　創成研究機構　グローバルファシリティセンター　副センター長）
　渡辺その子（文部科学省　科学技術・学術政策局　研究開発基盤課　前課長）
　中島　大輔（文部科学省　研究振興局　学術機関課　研究設備係係長）
下段左より
　大谷　文章（北海道大学　触媒科学研究所　教授）／佐田　和己（北海道大学　理学研究院　教授）
　前仲　勝実（北海道大学　薬学研究院　教授）　　  ／網塚　　浩（北海道大学　グローバルファシリティセンター　センター長）

■招待講演
　 Ye Chan
　 ヤンゴン大学
　 ユニバーシティーズリサーチセンター　センター長

［第 2部］
■グローバルファシリティセンター
　進捗状況について
　 網塚　浩
　 グローバルファシリティセンター　センター長

■閉会の辞
　 川端　和重（北海道大学　理事・副学長）

■司会
　高木　麻緒（北海道大学　グローバルファシリティセンター／研究支援室）

■新部門の紹介
阿部　真育
グローバルファシリティセンター
次世代共用化プロジェクト連携室　URA

柳谷　龍一
グローバルファシリティセンター
事業推進室　特任准教授

杉村　逸郎
産学・地域協働推進機構
産学推進本部　学術専門員
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　はじめに第1部

第４回北海道大学オープンファシリティシンポジウムを開催するにあたって

北海道大学では、先端機器の有効利用と研究費の
効率的な運用を目的とし、創成研究機構・共用機
器管理センターにて研究機器・設備の共同利用に
よる共有化、民間利用の促進・地域貢献を進めて
きた。その結果、国内最大規模の全学機器共用シ
ステムが構築され、学内外の多くの研究者や教員、
学生の研究教育活動を支える重要な基盤機能へと
成長を遂げている。

共用機器管理センターで得たノウハウに基づいた
更なる発展を目指して、平成２８年１月から共用
機器管理センターは、「人材育成」、「産学協働」、 

「リサイクル」の新たな３本の柱を加えたグロー
バルファシリティセンター（以下、GFC）に改組
された。

さらに、研究設備・機器の共用体制の集中的改革
を進めていくことを目的とした「先端研究基盤共
用促進事業（新たな共用システム導入支援プログ
ラム）」において、GFC が統括部局となって申請
した学内 4 共用拠点の全提案が採択され、学内に
分散する部局独自の共用拠点のネットワーク組織
であるオープンファシリティプラットフォームに
参画する機関を中心として、学内の共用体制及び
共用拠点間の連携強化が、GFC を中心に図られて
いる。

GFC が積極的に取り組むミッションとしては大き
く分けて３つある。第一に、本学が現在最も力を
注いでいる研究教育の国際化やイノベーション人
材育成の強化、並びにイノベーション環境整備の
推進に対する先端機器共用システム運用体制の構
築である。第二に、これまで主に高額の先端機器
を中心に進められてきた設備の共用促進を、学内
の研究・教育機器の大半を占める中・小規模装置
へと拡充できる共用体制を整備することである。
第三に、学内に存在する先端工作機器共用システ
ムの拡充と優秀な工作系技術職員の能力を十分に
引き出せる体制の整備である。

これらミッションの対応は、GFC の「国際連携
推進部門」、「設備リユース部門」、「試作ソリュー 
ション部門」のそれぞれの部門によって行われて
おり、センター長として北海道大学総長補佐を、
副センター長として URA を配置することで組織
全体のガバナンスを高めている。

国際連携推進部門では、平成 28 年 2 月 3 日に開
催された「第 3 回北海道大学オープンファシリ
ティシンポジウム～グローバルファシリティセ
ンターキックオフシンポジウム～」における韓国
ソウル大学、National Center for Inter-University 
Research Facilities(NCIRF) からのスタッフ 3 名の
招致活動や、平成 28 年 12 月にミャンマー・パ
テイン大学にて開催された「第 3 回ミャンマー－
日本国際シンポジウム」への参加により、国際連
携の輪を広げている。

設備リユース部門では、中・小規模装置の学内流
通を促進することを目的とした「設備市場」の開
設に向けて、学内規程の新規構築を行い、平成
28 年 12 月 20 日には学内事務職員向けの本シス
テムの利用説明会を実施した。そのような学内協
議並びに説明会を通して得られた意見に基づき、
平成 28 年 12 月 28 日に「設備市場」が本格始動
した。

試作ソリューション部門では、平成 28 年 8 月 1
日に日本軽金属株式会社と取引基本契約を結び、
学内技術職員の学外からの試作品依頼対応を可能
とした。平成 29 年 1 月末現在において、依頼案
件数は 8 案件に上り、民間、外部研究機関問わず
順調に外部資金獲得を進めている。

平成 28 年 1 月に改組して以降、GFC は積極的に
課題解決に向けて具体的な活動を進めてきてい
る。このような背景のもと、平成 29 年 1 月 31    
日、北海道大学学術交流会館にて「第 4 回北海道
大学オープンファシリティシンポジウム」を開催
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した。シンポジウムには大学・法人・行政機関・
民間企業など参加機関 27 機関、169 名の方にご
参加いただいた。文部科学省からは先端研究基盤
共用促進事業の立ち上げ段階から携わっている
科学技術・学術政策局研究開発基盤課前課長を、
海外からはヤンゴン大学 Universities’ Research 
Center よりスタッフ 3 名をお招きした。本報告
書はシンポジウムの概要、講演、報告、パネル   
ディスカッションの内容及び事後アンケートの結
果を取りまとめたものである。

今後においても、研究開発活動において、研究基
盤への投資はさらに厳しい状況になることが予想
され、大学組織としてオーガナイズすることを前
提とした機器共用事業はさらに重要な政策となる
ことが予想される。本シンポジウムにおいて北海
道大学における機器共用に関する取り組みは全国
的に見ても先駆的であり、好事例となる期待が持
たれていることが改めて示された。本シンポジウ
ム及び本報告書が機器共用政策を推進する一助に
なれば幸いである。

北海道大学　創成研究機構
グローバルファシリティセンター

センター長　教授
網塚　　浩

北海道大学　創成研究機構
グローバルファシリティセンター

副センタ―長　主任 URA
江端　新吾
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2. シンポジウム概要
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シンポジウム概要

2. 1.　プログラム

第 1部
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2. 2.　参加者所属先

　参加者数：169 名（当日受付分含む）

　※他大学の内訳（人）：	 東京工業大学（6）、名古屋大学（5）、徳島大学（3）、広島大学（3）、大阪大学（3）、
			   福井大学（3）、ヤンゴン大学（3）、東北大学（2）、鳥取大学（2）、会津大学（1）、
			   宮崎大学（1）、金沢大学（1）、大分大学（1）、名古屋工業大学（1）、
			   北海道薬科大学（1）、東京農工大学（1）、高知大学（1）、筑波大学（1）

北海道大学
（116）

他大学
（39）

企業
（9）

公的研究機関
（2）

行政機関
（2）

その他
（1）
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3. 基調講演
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基調講演

3.　講演資料
第
五
期
科
学
技
術
基
本
計
画
（
平
成

28
年

1月
22
日
閣
議
決
定
）

第
４
章
科
学
技
術
イノ
ベ
ー
シ
ョン
の
基
盤
的
な
力
の
強
化

（
２
）
知
の
基
盤
の
強
化

ま
た
、こ
うし
た
研
究
開
発
活
動
を
支
え
る
共
通
基
盤
的
な
技
術
、先

端
的
な
研
究
施
設
・設
備
や
知
的
基
盤
の
整
備
・

共
用
、情

報
基
盤
の
強
化
等
に
も
積
極
的
に
対
応
す
る
とと
も
に
、イ
ノベ
ー
シ
ョン
の
創
出
に
つ
な
が
る
オ
ー
プ
ン
サ
イエ
ン
ス

の
世
界
的
な
流
れ
に
適
切
に
対
応
す
る
。

②
研
究
開
発
活
動
を
支
え
る
共
通
基
盤
技
術
、施

設
・設
備
、情

報
基
盤
の
戦
略
的
強
化

ⅱ
）
産
学
官
が
利
用
す
る
研
究
施
設
・設
備
及
び
知
的
基
盤
の
整
備
・共
用
、ネ
ット
ワ
ー
ク化

世
界
最
先
端
の
大
型
研
究
施
設
や
、産

学
官
が
共
用
可
能
な
研
究
施
設
・設
備
等
は
、研

究
開
発
の
進
展
に
貢
献
す

る
の
み
な
らず
、そ
の
施
設
・設
備
等
を
通
じて
多
種
多
様
な
人
材
が
交
流
す
る
こと
に
よ
り、
科
学
技
術
イ
ノベ
ー
シ
ョン
の

持
続
的
な
創
出
や
加
速
が
期
待
され
る
。

この
た
め
、国

は
（
中
略
）
幅
広
い
研
究
分
野
・領
域
や
、産

業
界
を
含
め
た
幅
広
い
研
究
者
等
の
利
用
が
見
込
ま
れ
る

研
究
施
設
・設
備
等
の
産
学
官
へ
の
共
用
を
積
極
的
に
促
進
し
、共

用
可
能
な
施
設
・設
備
等
を
我
が
国
全
体
とし
て

拡
大
す
る
。さ
らに
、こ
うし
た
施
設
・設
備
間
の
ネ
ット
ワ
ー
ク
構
築
や
、各

施
設
・設
備
等
に
お
け
る
利
用
者
視
点
や
組
織

戦
略
に
基
づ
く整
備
運
用
・共
用
体
制
の
持
続
的
な
改
善
を
促
す
。

研
究
開
発
基
盤
の
位
置
づ
け

1

第
4
回

北
海

道
大

学
オ

ー
プ

ン
フ

ァ
シ

リ
テ

ィ
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
基

調
講

演

新
た
な
共

用
シ
ス
テ
ム
の

導
入

と

今
後

の
研

究
開

発
基

盤
政

策
に
つ
い
て

平
成

２
９

年
１

月
３

１
日

文
部

科
学

省
科

学
技

術
・

学
術

政
策

局
渡

辺
そ

の
子

◎
：

代
表

機
関

・
：

参
画

機
関

3

※
平
成

28
年
度
～

（
平
成

25
年
度
～
平
成

27
年
度
に
旧
補
助
事
業
を
実
施
。）

◎
理
化
学
研
究
所

・横
浜
市
立
大
学
大
学
院
生
命
医
科
学
研
究
科

・大
阪
大
学
蛋
白
質
研
究
所

・北
海
道
大
学
先
端
Ｎ
Ｍ
Ｒ
ファ
シ
リテ
ィ

N
M

R
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム

※
平
成

28
年
度
～

（
4月

～
7月

：
Ｆ
Ｓ
採
択
，

8月
～
：
本
採
択
）

◎
横
浜
市
立
大
学
先
端
医
科
学
研
究
セ
ンタ
ー

・国
立
が
ん
研
究
セ
ンタ
ー
研
究
所

（
創
薬
臨
床
研
究
分
野
）

・北
里
研
究
所
北
里
大
学
理
学
部

Ｍ
Ｓ
共
用
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム

※
平
成
２
８
年
度
～

◎
北
海
道
大
学
創
成
研
究
開
発
機
構

・浜
松
医
科
大
学

・広
島
大
学
自
然
科
学
研
究
支
援
開
発
セ
ンタ
ー

原
子
・分
子
の
顕
微
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム

※
平
成
２
８
年
度
～

◎
海
洋
研
究
開
発
機
構
地
球
情
報
基
盤
セ
ンタ
ー

・宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

・東
北
大
学
流
体
科
学
研
究
所

・京
都
大
学
防
災
研
究
所

・九
州
大
学
応
用
力
学
研
究
所

風
と流

れ
の
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム

※
平
成

28
年
度
～

（
4月

～
7月

：
FS
採
択
，

8月
～
：
採
択
継
続
）

◎
日
立
製
作
所
研
究
開
発
グ
ル
ー
プ

・フ
ァイ
ンセ
ラミ
ック
ス
セ
ンタ
ー

・九
州
大
学
超
顕
微
解
析
研
究
セ
ンタ
ー

・東
北
大
学
多
元
物
質
科
学
研
究
所

電
磁
場
解
析
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム

共
用

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

一
覧

（
平

成
2
8
年

度
現

在
）

※
平
成

28
年
度
～

（
平
成

25
年
度
～
平
成

27
年
度
に
旧
補
助
事
業
を
実
施
。）

◎
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構

・佐
賀
県
地
域
産
業
支
援
セ
ンタ
ー

・高
輝
度
光
科
学
研
究
セ
ンタ
ー

・立
命
館
大
学
Ｓ
Ｒ
セ
ンタ
ー

・大
阪
大
学
レ
ー
ザ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
研
究
セ
ンタ
ー

・科
学
技
術
交
流
財
団
あ
い
ち
シ
ンク
ロト
ロン
光
セ
ンタ
ー

・東
京
理
科
大
学
赤
外
自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー
研
究
セ
ンタ
ー

・兵
庫
県
立
大
学

光
ビー
ム
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム

最
先

端
大

型
研

究
施

設
の
整

備
・共

用

共
用

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

新
た
な
共

用
シ
ス
テ
ム
導

入
の
推

進

NM
R

レ
ー
ザ
ー

放
射
光
施
設

目
的
に
応
じ
た
プ
ラッ
トフ
ォー
ム
形
成
に
よ
り、

効
率
的
・効
果
的
に
研
究
開
発
基
盤
を
自
立

的
に
維
持
・発
展

特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
共
用
の
促
進
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
指
定

ナ
ノテ
クP

F、
HP

CI
、光

ビー
ム

PF
、N

M
R共

用
PF

人
材
育
成

民
間
活
力
の
導
入
等

共
通
基
盤
技
術
の
開
発

◯
研
究
開
発
力
強
化
法
等
に
基
づ
き
、研

究
施
設
、設

備
に
つ
い
て
広
く共
用
を
進
め
る
。ま
た
、今

後
一
層
財
政
状
況
が
厳
しく
な
る

中
、設

備
・機
器
の
共
用
化
な
どの
徹
底
した
効
率
化
に
努
め
て
い
く。


「特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
共
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」（
共
用
促
進
法
）
に
基
づ
く最
先
端
大
型
研
究
施
設
の
整
備
・共
用


産
学
官
の
研
究
者
等
へ
の
幅
広
い
解
放
を
実
現
す
る
共
用
プ
ラッ
トフ
ォー
ム
の
形
成


競
争
的
研
究
費
改
革
と連

携
し、
研
究
組
織
の
マ
ネ
ジ
メン
トと
一
体
とな
った
研
究
設
備
・機
器
の
整
備
運
営
の
早
期
確
立
を
支
援
し、

研
究
開
発
と共

用
の
好
循
環
を
実
現
す
る
新
た
な
共
用
シ
ス
テ
ム
の
導
入


研
究
開
発
基
盤
を
支
え
る
先
端
計
測
機
器
開
発
、光

・量
子
科
学
技
術
等
共
通
基
盤
技
術
開
発
の
推
進

競
争
的
研
究
費
改
革
と連

携
し、
研
究
組
織

の
マ
ネ
ジ
メン
トと
一
体
とな
った
研
究
設
備
・

機
器
の
整
備
運
営
の
早
期
確
立
を
支
援

2

先
端
計
測
機
器
開
発
、光

・量
子
科
学

技
術
等
共
通
基
盤
技
術
開
発
を
推
進

J
-
P
A
R
C

「京
」

S
P
ri
ng

-
8

S
A
C
L
A

研
究
開
発
基
盤
を
支
え
る
設
備
・
機
器
共
用
及
び
維
持
・
高
度
化
等
の
推
進
方
策

2

第 1部
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渡辺その子　文部科学省　科学技術・学術政策局　研究開発基盤課　前課長

◆
理
工
学
術
院
先
進
理
工
学
研
究
科

（
化
学
・生
命
化
学
専
攻
／
応
用
化
学
専
攻

／
生
命
医
化
学
専
攻
／
電
気
・情
報
生
命

専
攻
／
生
命
理
工
学
専
攻
）

早
稲
田
大
学

◆
工
学
研
究
科

名
古
屋
工
業
大
学

◆
工
学
研
究
科
電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
・応
物
系

（
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
専
攻
、通

信
工
学
専
攻
、

電
子
工
学
専
攻
、応

用
物
理
学
専
攻
）

東
北
大
学

◆
医
学
部
／
農
学
部
／
理
学
部

海
洋
自
然
科
学
科
（
生
物
系
）
／

熱
帯
生
物
圏
研
究
セ
ンタ
ー
／

戦
略
的
研
究
プ
ロジ
ェク
トセ
ンタ
ー

琉
球
大
学

◆
大
学
院
工
学
研
究
科

大
学
院
情
報
科
学
研
究
科

◆
大
学
院
医
学
系
研
究
科

◆
大
学
院
生
命
農
学
研
究
科

名
古
屋
大
学

◆
高
知
コア
セ
ンタ
ー

高
知
大
学
・J

AM
ST

EC

◆
ナ
ノテ
クノ
ロジ
ー
研
究
推
進
セ
ンタ
ー

東
京
都
市
大
学

◆
化
学
系
機
器
分
析
セ
ンタ
ー

生
命
医
科
学
研
究
機
器
セ
ンタ
ー

物
質
・材
料
分
析
セ
ンタ
ー

東
京
理
科
大
学

◆
共
用
機
器
セ
ンタ
ー

◆
大
学
院
理
学
研
究
科
化
学
コー
ス

大
学
院
工
学
研
究
科
共
生
応
用
化
学
専
攻

◆
大
学
院
薬
学
研
究
院
創
成
薬
学
研
究
部
門

千
葉
大
学

◆
理
学
系
研
究
科
化
学
専
攻

薬
学
系
研
究
科
薬
科
学
専
攻
・薬
学
専
攻

東
京
大
学

◆
ファ
ー
マ
サ
イエ
ンス
共
用
ユ
ニッ
ト

◆
ソ
フト
マ
ター
機
器
共
用
ユ
ニッ
ト

◆
先
端
物
性
測
定
共
用
ユ
ニッ
ト

マ
テ
リア
ル
分
析
・構
造
解
析
共
用
ユ
ニッ
ト

北
海
道
大
学

◆
大
学
院
工
学
研
究
院
物
質
化
学
工
学
部
門

／
大
学
院
理
学
研
究
科
化
学
専
攻

大
学
院
工
学
研
究
院
材
料
・生
産
加
工
部
門

◆
大
学
院
医
歯
薬
保
健
学
研
究
院

（
基
礎
生
命
科
学
部
門
、応

用
生
命
科
学
部
門
、

統
合
健
康
科
学
部
門
）

広
島
大
学

◆
大
学
戦
略
推
進
機
構
グリ
ー
ンイ
ノベ
ー
シ
ョン
セ
ンタ
ー

京
都
工
芸
繊
維
大
学

◆
理
学
院
・物
理
学
系

◆
工
学
院
／
環
境
・社
会
理
工
学
院

科
学
技
術
創
成
研
究
院
未
来
産
業
技
術
研
究
所

東
京
工
業
大
学

◆
オ
ミク
ス
解
析
セ
ンタ
ー

イメ
ー
ジ
ング
セ
ンタ
ー

疾
患
モ
デ
ル
解
析
セ
ンタ
ー

慶
応
義
塾
大
学

新
た

な
共

用
シ

ス
テ

ム
導

入
研

究
組

織
一

覧
（

平
成

2
8
年

度
現

在
）

5
出
典
：
文
部
科
学
省
作
成

国
立
大
学
毎
の
収
入
構
造
（
平
成

25
年
度
）
と共

用
シ
ス
テ
ム
導
入
の
進
捗
状
況

4

20
0（
億
円
）

40
0

60
0

80
0

1,
00

0

1,
20

0

1,
40

0

1,
60

0

0

2機
関

2課
題

3機
関

8課
題

6機
関

9課
題

※
数
字
は
、各

機
関
の
全
体
額
に
占
め
る

運
営
費
交
付
金
の
割
合
を
示
す
（
単
位
：
％
）

私
立
大
学
４
機
関

4課
題

平
成

28
年
度
採
択
数

15
機
関

23
課
題


共
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
保
有

す
る
施
設
・機

器
の

う
ち
次
世
代
Ｎ
Ｍ
Ｒ
、
超
高
圧

ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
電
子
顕
微
鏡
等
の
よ
う
な
機
器
の
性
能
を
世
界
最
高
の
水
準
に

維
持
す
る
た
め
に
は
、
機
器
の
研
究
開
発
の
継
続
が
必
須
。


上
記
の
よ
う
な
研
究
開
発
は
、
研
究
者
が
単
独
で
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

国
や
共
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
体
系
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

。


プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て
も
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
。

課
題

7

共
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

設
備
・機

器
共
用


共
用
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・運

営
へ
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
関
与


技
術
支
援
者
（テ

ク
ニ
シ
ャ
ン
）の

不
足

•
技

術
支

援
者

の
育

成
方

法

•
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
の

確
立

•
業

績
の

評
価

手
法

の
確

立

共
用

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
共

用
シ
ス
テ
ム
の

相
乗

効
果

、
共

用
法

対
象

施
設

と
の

連
携

研
究
設
備
・
機
器
の
共
用
化
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果

①
研

究
開

発
活

動
を

効
率

化
・

高
度

化
し

、
研

究
開

発
投

資
効
果
を
最
大
化
。

⑤
短

期
滞

在
者

（
海

外
招

へ
い

者
を

含
む

。
）

の
利

便
性

向
上

や
国

際
共

同
研

究
の

増
加

な
ど

を
通

じ
た

研
究

機
関

の
魅
力
の
発
信
。

②
学

生
へ

の
教

育
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

効
果

と
し

て
、

将
来

的
な
学
生
の
研
究
の
幅
が
広
が
り
、
研
究
力
を
育
成
。

③
若

手
研

究
者

等
の

速
や

か
な

研
究

体
制

構
築

（
ス

タ
ー

ト
ア
ッ
プ
）
に
寄
与
し
、
活
躍
の
機
会
を
提
供
。

④
分

野
融

合
や

新
興

領
域

の
拡

大
や

産
学

官
連

携
の

強
化

等
、

研
究

開
発

活
動

を
活

性
化

し
、

新
た

な
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
創
出
。

6
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キ
ッ
ク
オ
フ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
昨
年
９
月
６
日
開
催
）
概
要

8

共
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
新
た
な
共
用
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
共
用
化
す
る
た
め
の
課
題
と
そ
の
解
決
策
、
大
学
が
取
り
組
む
べ
き

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
に
つ
い
て
議
論
。

（名
工
大
）副

学
長
自
ら
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
り
、
共
用
化
ス
ペ
ー
ス
や
機
器
を
集
約

化
。
地
元
企
業
か
ら
の
共
同
研
究
の
申
出
が
増
加
。

発
表
内
容

（東
工
大
）ク

リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
集
約
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ
る
光

熱
費
の
効
率
化
に
加
え
、
学
生
へ
の
安
全
教
育
や
短
期
滞
在
者
の
利
便
性

の
向
上
等
の
効
果
を
期
待
。

（慶
應
大
）地

元
の
横
浜
・川

﨑
の
企
業
と
の
連
携
を
重
視
。
理
工
学
部
に
設
置
さ
れ
た

中
央
研
究
所
は
、
企
業
か
ら
技
術
相
談
（H

28
年

9月
現
在

17
社
）を

受
付
。

（北
大
）自

ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
共
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
新
た
な
共
用
シ
ス
テ
ム

の
仕
組
み
を
活
用
し
つ
つ
機
器
の
共
用
化
を
推
進
。
ま
た
、
小
型
の
機
器
は
、

学
内
で
取
引
で
き
る
「設

備
市
場
」を

設
置
す
る
こ
と
を
計
画
中
。

目
的

基調講演第1部
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4. 北海道大学における新たな共用システム導入
支援プログラム採択 4 拠点の整備状況
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4.　講演資料
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北
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大
学
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け
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新
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共
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世
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北海道大学における新たな共用システム導入支援プログラム採択4拠点の整備状況第1部
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4. 1.　ファーマサイエンス共用ユニット
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4. 2.　ソフトマター機器共用ユニット
1

先
端
生
命
科
学
研
究
院
附
属

次
世
代
物
質
生
命
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

改
組
）

ソ
フ
ト
マ
タ
ー
機
器
共
用
シ
ス
テ
ム

北
大
・
先
端
生
命
科
学
研
究
院

出
村
誠

❶
ソ
フ
ト
マ
タ
ー

・
解
決
す
べ
き
課
題
、
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

❷
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

・
拠
点
の
戦
略
、
教
育
・
人
材
育
成
と
の
か
か
わ
り
方

❸
支
援
シ
ス
テ
ム

・
事
業
の
狙
い

・
と
の
関
係
、
他
の
事
業

・
実
績
、
改
善
さ
れ
た
点

・
大
学
や
国
に
対
す
る
課
題

・
今
後
の
展
開
、
特
に
事
業
終
了
後
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
あ
り
方

ソ
フ
ト
マ
タ
ー
機
器
共
用
シ
ス
テ
ム

先
端
研
究
基
盤
共
用
促
進
事
業
（
新
た
な
共
用
シ
ス
テ
ム
導
入
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

3

ノ
ー
ベ
ル
賞
か
ら
見
る
「
高
分
子
」
関
連
科
学
の
発
展


生
体
高
分
子
の
同
定
お
よ
び
構
造
解
析
の
た
め
の
手
法
の
開
発

（
ジ
ョ
ン
・
フ
ェ
ン
、
田
中
耕
一
、
ク
ル
ト
・
ヴ
ュ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
）


導
電
性
高
分
子
の
発
見
と
そ
の
開
発

（
白
川
英
樹
、
ア
ラ
ン
・
ヒ
ー
ガ
ー
、
ア
ラ
ン
・
マ
ク
ダ
イ
ア
ミ
ッ
ド
）


化
学
で
の
手
法
開
発
へ
の
貢
献

（
キ
ャ
リ
ー
・
マ
リ
ス
、
マ
イ
ケ
ル
・
ス
ミ
ス
）


単
純
な
系
の
秩
序
現
象
〜
複
雑
な
物
質
、
特
に
液
晶
や
高
分
子
の
研
究

に
も
一
般
化
さ
れ
得
る
こ
と
の
発
見

→
物
性
物
理

材
料
開
発

生
命
融
合
分
野

（
ピ
エ
ー
ル
・
ジ
ル
・
ド
・
ジ
ェ
ン
ヌ
）


固
相
反
応
に
よ
る
ペ
プ
チ
ド
合
成
法
の
開
発

（
ロ
バ
ー
ト
・
メ
リ
フ
ィ
ー
ル
ド
）


高
分
子
化
学
の
理
論
、
実
験
両
面
に
わ
た
る
基
礎
研
究

（
ポ
ー
ル
・
フ
ロ
ー
リ
ー
）


新
し
い
触
媒
を
用
い
た
重
合
法
の
開
発
と
基
礎
的
研
究

（
カ
ー
ル
・
ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
、
ジ
ュ
リ
オ
・
ナ
ッ
タ
）

化
学
合
成

理
論

化
学
合
成

ナ
イ
ロ
ン

天
然
高
分
子
か
ら
合
成
高
分
子
の
時
代

生
命
科
学

生
命
化
学

合
成

理
論

高
分
子
溶
液
論

化
学
合
成

タ
ン
パ
ク
合
成

ソ
フ
ト
マ
タ
ー

❶
ソ
フ
ト
マ
タ
ー

絹
繊
維
医
療
応
用

タ
ン
パ
ク
合
成

遺
伝
子
組
み
換
え

全
ゲ
ノ
ム
情
報

細
胞
工
学

全
タ
ン
パ
ク
構
造

人
工
知
能

2
❶
ソ
フ
ト
マ
タ
ー

ハ
ー
ド
マ
タ
ー

ソ
フ
ト
マ
タ
ー

金
属

セ
ラ
ミ
ッ
ク

ミ
ク
ロ
構
造

↓
マ
ク
ロ
構
造

・
シ
ン
プ
ル
な
構
造

結
晶
・
非
晶
）

・
構
造
制
御
・
物
性
予
測
が
容
易

ミ
ク
ロ
構
造

↓
中
間
構
造

↓
マ
ク
ロ
構
造

腱
線
維

金
属
結
晶

・
複
雑
な
階
層
構
造
と
創
発
機
能
発
現

・
非
平
衡
状
態
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
散
逸

・
構
造
制
御
・
物
性
予
測
が
困
難

ハ
ー
ド
マ
タ
ー

金
属
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
。

硬
く
高
強
度
で
あ
る
が
、
柔
軟
性
、
耐
衝
撃

吸
収
性
が
な
い
。

ハ
ー
ド
マ
タ
ー
と
ソ
フ
ト
マ
タ
ー

ソ
フ
ト
マ
タ
ー

柔
ら
か
い
物
質
・
材
料
群
に
対
す
る
総
称
・
概
念
。

高
分
子
、
液
晶
、
ゲ
ル
、
生
体
物
質
な
ど
が
属

す
る
。

世
紀
の
新
規
成
長
分
野
。
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5
ソ
フ
ト
マ
タ
ー
研
究
は
学
際
領
域
科
学
を
創
造
す
る

A 
B

ig
 T

en
t f

or
 S

of
t M

at
te

r, 
Je

ss
e 

L.
 S

ilv
er

be
rg

, A
P

S
 N

E
W

S
,8

,M
ay

 2
01

5

①

②

③

④

⑤
⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

コ
ロ
イ
ド

高
分
子

膜
構
造

自
己
組
織
化

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
・
界
面

ト
ポ
ロ
ジ
ー

破
壊

ア
ク
テ
ィ
ブ
マ
タ
ー

動
的
構
造
・

複
雑
流
体生

体
物
質

ア
プ
ロ
ー
チ
：

実
験

理
論

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

専
門
分
野
：

物
理
学

生
物
学

化
学

数
学

工
学

材
料
科
学

ht
tp

s:
//w

w
w

.a
ps

.o
rg

/p
ub

lic
at

io
ns

/a
ps

ne
w

s/
20

15
05

/b
ac

kp
ag

e.
cf

m

❶
ソ
フ
ト
マ
タ
ー

7

❶
ソ
フ
ト
マ
タ
ー

❷
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

❸
支
援
シ
ス
テ
ム

4

取
扱
領
域

（
掲
載
順
）

•
ソ
フ
ト
マ
タ
ー

•
生
体
材
料
、
バ
イ
オ
イ
ン
ス
パ
イ
ア
ー
ド
材
料
、
医
用
材
料

•
二
次
元
材
料

•
表
面
、
薄
膜

•
デ
バ
イ
ス

•
エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料

•
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
材
料

•
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

•
触
媒
材
料
、
分
離
材
料

•
光
学
材
料
、
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
材
料
、
光
電
子
材
料

•
磁
性
材
料

•
電
子
材
料

•
超
伝
導
体

•
工
学
材
料
、
構
造
材
料
（
金
属
、
合
金
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
、
複
合
材
料
）

ht
tp

://
w

w
w

.n
at

ur
ea

si
a.

co
m

/ja
-jp

/n
at

re
vm

at
s/

ab
ou

t/i
nd

ex


マ
テ
リ
ア
ル
研
究

ソ
フ
ト
マ
タ
ー
研
究
の
イ
ン
パ
ク
ト

❶
ソ
フ
ト
マ
タ
ー

年
月

創
刊

6

情
報
科
学

理
学
（
基
礎
自
然
科
学
）

数
学

物
理
学

化
学

生
物
学

地
学

宇
宙

実
学

医
学

歯
学

薬
学

獣
医
学

農
学

工
学

水
産
学

人
文
社
会
科
学

文
学

教
育

法
学

経
済

生
命
科
学

物
質
科
学

生
命
科
学

情
報
科
学

物
質
科
学

生
命
科
学

情
報
科
学

20
世

紀

21
世

紀

22
世

紀

Fu
nd

am
en

ta
l

A
ca

de
m

ic

物
質
科
学

S
us

ta
in

ab
le

 s
oc

ie
ty

「
」

「
超
ス
マ
ー
ト
社
会
」

混
沌
と
す
る

世
紀
の
学
際
・
融
合
領
域
の

科
学
を
ソ
フ
ト
マ
タ
ー
研
究
が
先
導
す
る

❶
ソ
フ
ト
マ
タ
ー

In
te

rd
is

ci
pl

in
ar

y 


社
会
の
課
題
解
決
に
資
す
る
ソ
フ
ト
マ

タ
ー
の
研
究


革
新
的
ソ
フ
ト
マ
タ
ー
研
究
が
学
際
・

融
合
領
域
の
科
学
を
創
造
す
る

SMOU　出村　誠　先端生命科学研究院　教授
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9

硬
い
網
目
と
柔
ら
か
い
網
目
の
対
照
的
構
造

ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ゲ
ル

力
学
的
に
弱
い

不
均
一
構
造

（
応
力
集
中
）

従
来
の
ゲ
ル

従
来
の
ゲ
ル
の

倍
の
靭
性
を
達
成

日
本

米
国

中
国

韓
国

特
許
取
得
済
み

◆
世
界
で
最
も
高
靭
性
の
ゲ
ル
を
創
製

◆
犠
牲
結
合
に
よ
る
高
靭
性
原
理
を
発
見

そ
の
普
遍
性
を
証
明

被
引
用
数

回
全
材
料
分
野
ト
ッ
プ

％
）

N
at

ur
e 

M
at

er
ia

ls
(2

01
3)

[材
料
分
野
の
被
引
用
数
世
界
上
位

1%
]

◆
可
逆
的
犠
牲
結
合
に
よ
る
自
己
修
復
性
高
靭
性
ゲ
ル
の
創
製

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
ソ
フ
ト
マ
タ
ー
研
究

『
本
学
の
強
み
』

先
端
生
命
科
学
研
究
院

龔
グ
ル
ー
プ

ゲ
ル
が
弱
い
と
い
う
常
識
を
覆
し
た

❷
ソ
フ
ト
マ
タ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

8

社
会
的
背
景
と
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

内
閣
府
・
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議

「
革
新
的
研
究
開
発
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

」
に
つ
い
て
（

）

ht
tp
://
ww

w.
ka

nt
ei.

go
.jp

/jp
/9
7_

ab
e/
ac

tio
ns

/2
01

50
9/
18

sk
gik

aig
i.h

tm
l

日
本
経
済
新
聞
（

）
北
海
道
大
学
、
新
た
に
２
国
際
大
学
院

北
大
は
ゲ
ル
な
ど
高
分
子
化
合
物
の
分
野
で
国
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
研
究
者
を
抱
え
る
。

北
大
チ
ー
ム
の
高
強
度
ジ
ェ
ル

「
タ
フ
ポ
リ
マ
ー
」
を
叩
く
安
倍
総
理

高
強
度
ジ
ェ
ル

普
通
の
ジ
ェ
ル

内
閣
府
「
革
新
的
研
究
開
発
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

」
超
薄
膜
化
・
強
靭
化
「
し
な
や
か
な
タ
フ
ポ
リ
マ
ー
」
の
実
現

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

伊
藤

耕
三

❷
ソ
フ
ト
マ
タ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

11

ソ
フ
ト
マ
タ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

G
lo

ba
l S

ta
tio

n 
fo

r S
of

t M
at

te
r (

G
S

S
)  

20
16

.4
~

ht
tp

s:
//
gi
-c
or

e.
oi
a.
ho

ku
da

i.a
c.
jp
/g

ss
/


本
学
が
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
高
靱
性
ゲ
ル
研
究
を
機
能
強
化
し
、

ソ
フ
ト
マ
タ
ー
材
料
研
究
の
世
界
ト
ッ
プ
拠
点
に
発
展


従
来
の
限
界
を
超
え
る
究
極
の
高
靱
性
ソ
フ
ト
マ
タ
ー
材
料
を
創

製
し
、
産
業
分
野
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
貢
献


理
・
工
・
医
・
実
験
・
理
論
を
集
結
し
た
一
気
貫
通
し
た
研
究
・

教
育
体
制
を
実
現
し
、
ソ
フ
ト
マ
タ
ー
分
野
に
精
通
す
る
横
断

的
・
国
際
的
人
材
を
育
成

教
授

他
名

パ
リ
市
立
工
業

物
理
化
学
高
等
専
門
学
校

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学

フ
ラ
ン
ス
ユ
ニ
ッ
ト

ア
メ
リ
カ
ユ
ニ
ッ
ト

教
授

他
名

北
大
ユ
ニ
ッ
ト

先
端
生
命
科
学
研
究
院

医
学
研
究
科

電
子
科
学
研
究
所

北
海
道
大
学
病
院

国
際
連
携
研
究
教
育
局

拠
点
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

第
１
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〜

産
学
連
携

龔
教
授

他
名

●
株

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン

省
エ
ネ
ゴ
ム
材
料

●
日
本
特
殊
陶
業

株
生
体
代
替
材
料

●
大
阪
有
機
化
学
工
業

株
高
機
能
ソ
フ
ト
マ
テ
リ
ア
ル

●
大
塚
化
学

株
高
機
能
フ
ィ
ル
ム
材
料

海
外
ユ
ニ
ッ
ト
と

北
大
ユ
ニ
ッ
ト
の

国
際
共
同
研
究

拠
点

ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト

❷
ソ
フ
ト
マ
タ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

産
業
創
出
部
門
の
設
置

〜
）

「
ソ
フ
ト
マ
タ
ー

」
世
紀
の
新
規
成
長
分
野

安
全
・
安
心
な
福
祉
社
会
へ
の
貢
献

社
会
の
課
題
解
決
に
資
す
る
研
究
開
発

学
際
融
合
領
域
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
育
成

10

医
学
研
究
科

安
田
グ
ル
ー
プ

医
療
応
用
へ
向
け
た
研
究

医
学
の
常
識
「
硝
子
軟
骨
が
再
生
し
な
い
」
を
修
正

ゲ
ル

D
N
ゲ
ル
シ
ー
ト
を
軟
骨
欠
損
部
の
基
底
に
移
植
す

る
と
、
欠
損
部
（
空
隙
）
に
硝
子
軟
骨
が
自
然
再

生
す
る

(Y
as

ud
a,

 G
on

g,
 e

t a
l: 

20
09

) 日
・
米
・
欧

特
許
出
願

ゲ
ル
医
学
応
用
業
績

共
著
論
文

原
著

編
、
総
説

編
、
治
療
応
用
特
許

件

B
io

m
at

er
ia

ls
(2

00
5)

生
体
材
料
分
野
の
被
引
用
数
世
界
上
位

人
工
軟
骨
（
米
特
許
）

生
体
軟
組
織

靭
帯
）
研
究
で
世
界
８
位
の
業
績

史
上
初
・
強
靭
Ｄ
Ｎ
ゲ
ル
と
骨
の
直
接
結
合
に
成
功
！

人
工
軟
骨
・
靭
帯
へ
の
応
用
へ
！

A
dv

an
ce

d 
M

at
er

ia
ls

 (2
01

6)
 

日
経
産
業
新
聞

(2
01

6.
5.

30
)

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
本
学
の
ソ
フ
ト
マ
タ
ー
研
究
の
強
み
・
特
徴

医
学
の
常
識

「
硝
子
軟
骨
が
再
生
し
な
い
」

再
建
医
療

軟
骨
欠
損

ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ゲ
ル

従
来
の
ゲ
ル
の

倍
の
靭
性
を
達
成

人
工
軟
骨
・
靭
帯
へ
の
応
用

❷
ソ
フ
ト
マ
タ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

人
工
ゲ
ル

軟
骨
応
用

靭
帯
応
用

硝
子
軟
骨
再
生

北海道大学における新たな共用システム導入支援プログラム採択4拠点の整備状況第1部
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13

環
境
汚
染
、
資
源
不
足

で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環

境
に
や
さ
し
い
新
物
質

材
料
の
開
発
が
課
題

世
紀
の
新
規
成
長
分
野

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
貢
献

•付
着
阻
害
化
学
物
質
に
よ
る
養
殖
魚
の
汚
染

•燃
費
の
増
加
に
よ
る
温
暖
化
ガ
ス
排
出
量
の
増
加

•付
着
生
物
除
去
の
為
生
じ
る
経
済
的
損
失

海
洋
付
着
生
物
（
フ
ジ
ツ
ボ
、
藻
、
貝
等
）

の
付
着
に
よ
る
水
産
業
へ
の
悪
影
響

船
舶

漁
網

•既
存
の
化
学
物
質
型

物
理
刺

激
型
抗
付
着
技
術
は
毒
性
が
高

く
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要

•次
世
代
抗
付
着
技
術
は
低
毒
性

・
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と

が
絶
対
条
件
で
あ
る

ゴ
ム
代
替
タ
イ
ヤ
材
料
に
よ
る

自
動
車
燃
費
向
上
と

削
減

ソ
フ
ト
マ
タ
ー
は
上
記
の
様
々
な
社
会
の

課
題
解
決
に
資
す
る
次
世
代
の
基
盤
材
料

ソ
フ
ト
マ
タ
ー
材
料
革
命

社
会
の
課
題
解
決
に
資
す
る
ソ
フ
ト
マ
タ
ー
の
研
究

❷
ソ
フ
ト
マ
タ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

15

❶
ソ
フ
ト
マ
タ
ー

❷
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

❸
支
援
シ
ス
テ
ム

12

社
会
の
課
題
解
決
に
資
す
る
ソ
フ
ト
マ
タ
ー
の
研
究

ソ
フ
ト
マ
タ
ー
材
料
革
命

ソ
フ
ト
マ
タ
ー
は
安
全
・
安
心
な
福
祉

社
会
を
支
え
る
次
世
代
の
物
質

人
工
心
臓

悪
い
装
着
性

人
工
関
節

衝
撃
に
弱
い

ロ
ボ
ッ
ト

人
を

怪
我
さ
せ
る
危
険

内
視
鏡

臓
器
に

傷
つ
き
や
す
い

人
工
触
覚

セ
ン
サ
ー

電
極
だ
ら
け

セ
ン
サ
ー

だ
ら
け
の

ダ
ミ
ー
人
形

ハ
ー
ド
マ
タ
ー
が
不
向
き
な

再
建
医
療
・
介
護
機
器
等
応
用
例

世
紀
の
新
規
成
長
分
野

安
全
・
安
心
な
福
祉
社
会
へ
の
貢
献

低
摩
擦
性
、

潤
滑
性
、

自
律
応
答
性
、

抗
付
着
性
、

生
体
適
合
性

な
ど

ソ
フ
ト
マ
タ
ー
の
材
料
特
性

柔
軟
性
、

高
靱
性
、

自
己
修
復
性
、

衝
撃
吸
収
性
、

低
摩
擦
性
、

❷
ソ
フ
ト
マ
タ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

14

ht
tp

s:
//
gi
-c
or

e.
oi
a.
ho

ku
da

i.a
c.
jp
/g

ss
/

・
海
外
講
師
に
よ
る
２
週
間
の
講
義
・
演
習

・
受
講
：
国
内
外
若
手
研
究
者

大
学
院
生

名
・
実
践
技
術
演
習

・
関
連
施
設
見
学

（
、

、
な
ど
）

❷
ソ
フ
ト
マ
タ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 新

専
攻
の
設
置
計
画

生
命
科
学
院

ソ
フ
ト
マ
タ
ー
専
攻
（
予
定
）

世
紀
の
新
規
成
長
分
野

学
際
融
合
領
域
を
リ
ー
ド
す
る
若
手
研
究
者
育
成
（
大
学
院
教
育
）

支
援
シ
ス
テ
ム
の
活
用

SMOU　出村　誠　先端生命科学研究院　教授
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ソ
フ
ト
マ
タ
ー

の
研
究
戦
略
と

支
援
シ
ス
テ
ム
の
活
用

•
ソ
フ
ト
マ
タ
ー

は
総
長
直
轄
の
国
際
連
携
研
究

拠
点
で
本
学
の
教
育
・
研
究
力
強
化
の
重
点
施
策

•
次
世
代
物
質
生
命
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
に
先
端
機

器
を
集
約
し
機
器
共
用
の
管
理
・
教
育
支
援
機
能

を
開
発

•
両
者
が
組
む
こ
と
で
先
端
共
用
機
器
に
よ
る
国
際

的
な
教
育
研
究
力
強
化
・
人
材
育
成
の
連
携
効
果

を
期
待

❸
支
援
シ
ス
テ
ム

と
の
連
携
の
特
徴

プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
委
員
会
へ

参
画

で
共
用
シ
ス
テ
ム
構
築
を
効
果
的
に
推
進

原
則
と
し
て
、
研
究
セ
ン
タ
ー
内
の
す
べ
て
の

大
型
機
器
を
共
用
化
し

へ
登
録

先
端
共
用
機
器
を
用
い
た
人
材
育
成
：
国
際
研

修
コ
ー
ス

産
学

コ
ー
ス
な
ど
を
効
果
的

に
開
設

支
援
シ
ス
テ
ム
の
研
究
組
織 (A

)
(B

)

(C
)

(C
)

16
❸

支
援
シ
ス
テ
ム

構
想
の
ポ
イ
ン
ト

•
新
設
の
次
世
代
物
質
生
命
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
機
器
共
用
を
中
心
と
し
た
取
組
み

•
異
分
野
研
究
者
間
の
共
用
機
器
利
用
に
も
配
慮

し
た
充
実
し
た
支
援
・
教
育
体
制

•
ソ
フ
ト
マ
タ
ー

研
究
拠
点
を
中
心
と
す
る

国
際
的
な
学
際
領
域
で
の
高
度
な
人
材
育
成
を

効
果
的
に
支
援

先
端
生
命
科
学
研
究
院
附
属

次
世
代
物
質
生
命
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー

改
組
）

【
】
：
本
学
の
ソ
フ
ト
マ
タ
ー
に
関
す
る
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
教
員
を
結
集
し
た
総
長
直
轄
の
研
究
力
強
化
活
動
拠
点
に

を
併
設
し
、
ソ
フ
ト
マ
タ
ー
分
野
融
合
の
先
端
的
・
機
動
的
な
複
合
領

域
研
究
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
、
大
型
共
同
研
究
等
の
産
学
連
携
の

強
化
に
活
用

ソ
フ
ト
マ
タ
ー
機
器
共
用
ユ
ニ
ッ
ト

ソ
フ
ト
マ
タ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
拠
点

設
置
）

19
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム

❸
支
援
シ
ス
テ
ム

❸
支
援
シ
ス
テ
ム

北
キ
ャ
ン
パ
ス
総
合
研
究
棟
２
号

館 ●
分
子
解
析
系
装
置
群

試
料
処
理
装
置
、

、

●
細
胞
工
学
系
装
置
群

各
種
顕
微
鏡

●
材
料
科
学
系
装
置
群

、
力
学
測
定
機
器

支
援
装
置
群
の
イ
メ
ー
ジ

の
実
績
、
改
善
点
、
広
報

運
営
委
員
会
の
設
置
。

と
の
連
携

持
続
可
能
な
機
器
の
共
用
管
理
の
モ
デ
ル
の
確
立
。
停
止

中
の

装
置
の
再
起
動
・
移
設
・
保
守
作
業
を
実

施
。
移
設
後
の
維
持
管
理
は

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
へ
の
機
器
登
録
促
進
と
登
録
済

み
機
器
へ
の
サ
ポ
ー
ト
（
登
録
予
定
機
器
の
登
録
申
請
作

業
サ
ポ
ー
ト
は

ス
タ
ッ
フ
（
博
士
研
究
員
、
技
術

補
佐
員
）
が
実
施
）

ス
ポ
ッ
ト
保
守
支
援
制
度
の
実
施
（

登
録

ま
た
は
登
録
予
定
装
置
対
象
）

利
用
講
習
会
（
他
事
業
の
装
置
実
習
コ
ー
ス
連
携
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

な
ど

北海道大学における新たな共用システム導入支援プログラム採択4拠点の整備状況第1部
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20
❸

支
援
シ
ス
テ
ム

先
端
研
究
基
盤
共
用
促
進
事
業
（
新
た
な
共
用
シ
ス
テ
ム
導
入
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

・
大
学
や
国
に
対
す
る
課
題

支
援
シ
ス
テ
ム
の
研
究
力
強
化
へ
の
貢
献

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
達
成

国
際
交
流

・
今
後
の
展
開

人
材
育
成
：

連
携
に
よ
る
共
用
体
制
・
教
育
支
援
環
境
の
整
備

新
専
攻
設
置
（
予
定
）
：
共
用
シ
ス
テ
ム
活
用
に
よ
る
大
学
院
教
育

❶
ソ
フ
ト
マ
タ
ー

❷
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

❸
支
援
シ
ス
テ
ム

SMOU　出村　誠　先端生命科学研究院　教授
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4. 3.　先端物性共用ユニット
先
端
物
性
共
用
ユ
ニ
ッ
ト

•
汎
用
測
定
機
器
で
な
い
独
自
開
発
の
多
重
極
限
環
境
（
低
温
、
高
圧
）
測
定
環
境
・
技
術
の
共
有
化

•
液
化
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た

を
含
む
液
体
ヘ
リ
ウ
ム
リ
ソ
ー
ス
の
集
約
、
集
中
管
理

•
利
用
者
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
多
層
的
な
サ
ポ
ー
ト
体
制

•
独
自
開
発
プ
ロ
ー
ブ
部
の
保
守
・
開
発
に
よ
る
技
術
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
向
上

•
物
性
研
究
に
お
け
る
北
海
道
地
区
の
拠
点
形
成
と
若
手
研
究
者
へ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
環
境
の
提
供

と
の
連
携

•
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
へ
機
材
の
登
録

•
で
計
画
さ
れ
て
い
る
全
学
機
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
「
設
備
市
場
」
の
活
用

×

独
自
技
術
を
用
い
た
最
先
端
物
性
測
定
装
置

・
強
磁
場

マ
グ
ネ
ッ
ト

・
熱
・
輸
送
特
性

測
定
装
置

・
超
広
帯
域
誘
電

分
光
測
定
装
置

・
希
釈
冷
凍
機

汎
用
測
定
ユ
ニ
ッ
ト

・
高
圧
下
輸
送

特
性
測
定
プ
ロ
ー
ブ

・
誘
電
率
測
定
プ
ロ
ー
ブ

・
微
小
比
熱
測
定
プ
ロ
ー
ブ

・
磁
気
ト
ル
ク
測
定 プ

ロ
ー
ブ

・
メ
ス
バ
ウ
ワ
ー
測
定
用

低
温
ク
ラ
イ
オ
ス
タ
ッ
ト

独
自
開
発
の
プ
ロ
ー
ブ

極
低
温
液
化
セ
ン
タ
ー

理
学
部
他

共
有
ス
ペ
ー
ス

コ
ア

物
理
部
門

（
化
学
・

応
用
物
理
）

液
化
セ
ン
タ
ー

技
術
ス
タ
ッ
フ

機
械
工
作
室

技
術
ス
タ
ッ
フ

装
置
管
理
者

グ
ル
ー
プ

委
員
長

液
化
セ
ン
タ
ー
長

技
術

サ
ポ
ー
ト
部

運
営
委
員
会

汎
用
測
定
ユ
ニ
ッ
ト

他
大
学
所
有
汎
用

測
定
ユ
ニ
ッ
ト

共
有
ス
ペ
ー
ス

◆
研
究
機
関

北
海
道
大
学

次
世
代
研
究
基
盤
戦
略

◆
共
用
シ
ス
テ
ム
運
営
組
織

フ
ァ
ー
マ
サ
イ
エ
ン
ス
共
用
ユ
ニ
ッ
ト

ソ
フ
ト
マ
タ
ー
機
器
共
用
ユ
ニ
ッ
ト

先
端
物
性
測
定
共
用
ユ
ニ
ッ
ト

理
学
研
究
院
教
授

河
本

充
司

極
低
温
液
化
セ
ン
タ
ー
長

代
表

マ
テ
リ
ア
ル
分
析
・
構
造
解
析
共
用
ユ
ニ
ッ
ト

◆
共
用
シ
ス
テ
ム
統
括
部
局

グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

先
端
研
究
基
盤
共
用
促
進
事
業

新
た
な
共
用
シ
ス
テ
ム
導
入
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
１
）

A
P

P
O

U
の
共
用
の
仕
組
み
の
特
徴

人
材
育
成
体
制

・
大
学
院
生
が
様
々
な
分
野
の
物
質
科
学
の
研
究
者
の
サ
ポ
ー
ト

を
す
る
こ
と
に
よ
る
豊
富
な
経
験

・
最
先
端
の
測
定
装
置
を
使
い
た
い
大
学
院
生
に
と
っ
て
も
経
験

豊
富
な

R
A
ま
た
は
短
期
支
援
員
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
装
置
の
利
用
経
験

・
学
内
外
の
新
た
な
共
同
研
究
の
進
展
の
期
待

3
（
１
）

A
P

P
O

U
の
共
用
の
仕
組
み
の
特
徴

多
層
的
な
サ
ポ
ー
ト
体
制

・
窓
口
と
し
て
組
織
の
ス
タ
ッ
フ
自
身
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
担
当

・
各
共
用
装
置
に
は
供
出
研
究
室
か
ら
装
置
管
理
者
を
指
名

・
使
用
経
験
豊
富
な
大
学
院
生
（
R

A
、
短
期
支
援
員
）
に
よ
る
ユ
ー

ザ
ー
サ
ポ
ー
ト

こ
れ
に
よ
り
利
用
者
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
実
質
的
な
対
応
が
可
能2
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（
２
）
共
通
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
状
況

5

先
端
物
性
共
用
ユ
ニ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ht
tp

s:
//s

ite
s.

go
og

le
.c

om
/s

ite
/a

dv
an

ce
dm

at
er

ia
ls

sh
ar

eu
ni

t/h
om

e

（
３
）
主
な
共
用
装
置

7

磁
気
特
性
測
定
装
置

M
P

M
S

最
も
普
及
し
て
い
る

S
Q

U
ID

(超
伝
導
量
子
干
渉
素
子

)を
用
い
た
高
感
度
の
磁
化

測
定
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
最
大

5T
の
磁
場
下
で
、
広
い
温
度
範
囲

(2
K

 -
40

0K
)に

お
い
て
試
料
の
磁
化
測
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

共
用
実
績
（
平
成

28
年
度
見
込
み
）
：
65

76
時
間

保
守
再
生
：
超
伝
導
磁
石
電
源
の
更
新

熱
・
輸
送
特
性
測
定
装
置
PP
M
S

多
種
多
様
な
物
理
特
性
を
自
動
で
測
定
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
最
大

9T
の
磁

場
下
で
、
広
い
温
度
範
囲

(2
K

 -
40

0K
)に
お
け
る
輸
送
現
象
や
熱
的
特
性
の

測
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
全
自
動
制
御
に
よ
る
高
精
度
な
比
熱
測
定
が
可
能

な
オ
プ
シ
ョ
ン
が
装
備
さ
れ
て
い
る
。

共
用
実
績
（
平
成

28
年
度
見
込
み
）
：
37

92
時
間

保
守
再
生
：
オ
プ
シ
ョ
ン
の
修
理

（
２
）
共
通
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
状
況

4

利
用
頻
度
の
高
い
装
置

・
毎
月

15
日
ま
で
に
翌
月
の
利
用
希
望
調
査

・
管
理
者
グ
ル
ー
プ
で
調
整
後
各
ユ
ー
ザ
ー
に
連
絡
す
る
と
と
も

に
W

eb
に
公
開
し
、
い
つ
で
も
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
確
認
で
き
る
体

制
を
構
築

・
平
成

28
年
度
末
に
は
、
共
通

w
eb
サ
イ
ト
か
ら

A
P

P
O

U
が
管
理

す
る
装
置
の
予
約
状
況
が
確
認
可
能
と
な
る
予
定

（
２
）
共
通
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
状
況

6

例
：
磁
気
特
性
測
定
装
置
の
予
定
表

APPOU　河本　充司　理学研究院　教授



30

（
４
）
機
器
の
再
配
置
の
実
施
状
況

・
室
蘭
工
業
大
学
よ
り
「
交
流
比
熱
測
定
シ
ス
テ
ム
」

を
移
設

・
フ
ァ
ー
マ
サ
イ
エ
ン
ス
共
用
ユ
ニ
ッ
ト

(P
S

O
U

)よ
り

「
多
重
極
限
多
核
種

N
M

R
測
定
シ
ス
テ
ム
用
マ
グ

ネ
ッ
ト
」
を
移
設

・
工
学
部
よ
り
「
希
釈
冷
凍
機
」
を
移
設

9
（
３
）
主
な
共
用
装
置

8

多
重
極
限
物
性
測
定
シ
ス
テ
ム

「
多
重
極
限
高
磁
場
（
19

/1
7T
）
測
定
装
置
」
を
用
い
た
物
性
測
定
装
置
で
あ
り
、

1.
5K

ま
で
の
極
低
温
、

4G
P

aま
で
の
圧
力
下
を
組
み
合
わ
せ
た
多
重
極
限
下
に
お
け
る
輸

送
現
象
等
の
物
性
測
定
が
可
能
で
あ
る
。

共
用
実
績
（
平
成

28
年
度
見
込
み
）
：
15

36
時
間

多
重
極
限
多
核
種
N
M
R測

定
シ
ス
テ
ム

1.
7K

~3
00

K
の
温
度
範
囲
に
お
い
て
、
磁
場
、
周
波
数
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
ら
ゆ

る
核
種
に
対
応
し
た

N
M

R
測
定
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
高
精
度
圧
力
制
御
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
、
最
大

4G
P

aの
圧
力
下
で
測
定
が
で
き
、
単
結
晶
試
料
の
常
圧
下
角
度
回

転
測
定
も
可
能
で
あ
る
。

共
用
実
績
（
平
成

28
年
度
見
込
み
）
：
64

8時
間

メ
ス
バ
ウ
ア
ー
分
光
装
置

原
子
核
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
準
位
間
の

γ線
の
共
鳴
吸
収
を
測
定
す
る
こ
と
で
、
対
象
と
す

る
元
素
の
電
子
状
態
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
透
過
型
メ
ス
バ
ウ
ア
ー
分
光
装
置
。
対

象
と
す
る
核
種
は

57
Fe
と

15
1E

uで
あ
る
。
ク
ラ
イ
オ
ス
タ
ッ
ト
を
用
い
て
液
体
ヘ
リ
ウ

ム
温
度
ま
で
測
定
可
能
。

共
用
実
績
（
平
成

28
年
度
見
込
み
）
：
36

0時
間

共
用
シ
ス
テ
ム
の
運
営
I

（
１
）
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
状
況

・
技
術
補
助
員

(1
名

)：
R

A
・
短
期
支
援
員
の
指
導
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
R

A
・
短
期
支
援
員

(約
30
名

)：
各
共
用
装
置
の
整
備
、
ユ
ー

ザ
ー
サ
ポ
ー
ト
等
の
補
助
業
務

（
２
）
共
用
機
器
の
稼
働
率

平
成

28
年
度
の
稼
働
率
は
約

50
％

総
稼
働
時
間

28
24

0時
間

共
用
に
供
し
た
時
間

14
00

0時
間

11

（
５
）
共
用
機
器
の
数

今
年
度
末
ま
で
に
、

A
P

P
O

U
で

20
台
の
装
置
を
共
用
機
器
と
し

て
運
用
開
始
予
定

（
3台
は
全
学
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ

ム
に
登
録
し
て
あ
り
、

5台
は
現
在
登
録
申
請
中
）

（
６
）
効
率
的
な
運
用
体
制

研
究
室
間
で
重
複
し
て
所
有
し
て
い
た
「
磁
気
特
性
測
定
装
置
」
お

よ
び
「
熱
・
輸
送
特
性
測
定
装
置
」
は
そ
れ
ぞ
れ

1台
を
シ
ャ
ッ
ト
ダ

ウ
ン
し
効
率
的
な
運
用
体
制
を
構
築

10

北海道大学における新たな共用システム導入支援プログラム採択4拠点の整備状況第1部
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平
成
２
９
年
度
に
む
け
て
I

（
１
）
ス
タ
ッ
フ
の
配
置

・
技
術
補
助
員

(1
名

)：
R

A
・
短
期
支
援
員
の
指
導
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
R

A
・
短
期
支
援
員

(約
30
名

)：
各
共
用
装
置
の
整
備
、
ユ
ー

ザ
ー
サ
ポ
ー
ト
等
の
補
助
業
務

（
２
）
共
用
機
器
の
稼
働
率

平
成

29
年
度
は
、
新
規
共
有
機
器
の
利
用
促
進
と
共
有
機
器
利

用
の
効
率
化
に
よ
り
稼
働
率

60
%
を
目
指
す
。

13
共
用
シ
ス
テ
ム
の
運
営
II

（
３
）
そ
の
他
、
特
徴
的
な
取
組

・
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催

(平
成

28
年

9月
23
日

) 
・
体
験
入
学
の
実
施

(平
成

28
年

8月
8日

)
・
理
学
部
物
理
学
科
の
学
生
実
験
に
共
用
装
置
を
利
用
し
た
テ
ー

マ
を
実
施

・
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

(S
S

H
)に
協
力

・
石
狩
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る
小
中
学
生
へ
の
低
温
の
世
界

の
紹
介

(平
成

28
年

8月
9日

)
・
「
ト
ラ
イ
ア
ル
ユ
ー
ス
」
に
室
蘭
工
業
大
学
、
産
総
研
、
東
北
大
学
、

学
習
院
大
学
の

4件
申
し
込
み
が
あ
り
実
施

12

平
成
２
９
年
度
に
む
け
て
II

（
３
）
特
徴
的
な
取
り
組
み

・
「
ト
ラ
イ
ア
ル
ユ
ー
ス
」
や
共
用
装
置
を
利
用
し
た
成
果
発
表
会
を

通
し
て
交
流
を
推
進
し
、
北
海
道
内
全
域
の
関
連
研
究
を
統
括

す
る
拠
点
形
成
を
目
指
す
。

・
大
学
院
生
向
け
に
本
共
用
装
置
群
の
原
理
や
応
用
例
に
関
す
る

講
義
を
開
設
す
る
。

・
低
温
、
高
圧
の
汎
用
技
術
の
講
習
を
一
括
化
し
て
行
な
い
、
技

術
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
た
技
術
の
継
承
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

・
実
験
系
教
員
で
安
全
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
安
全

対
策
の
充
実
を
図
る
。

14

APPOU　河本　充司　理学研究院　教授
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4. 4.　マテリアル分析・構造解析共用ユニット
O

rg
a
n
iz

a
ti
o
n
; 
研
究
組
織
図

S
tr

a
te

gy
; 
M

A
S
A

O
U
の
戦
略

目
標
：
先
端
マ
テ
リ
ア
ル
研
究
を
支
援
し
て
、
世
界
的
な
拠
点
構
築

手
法
：
電
子
と

X
線
を
使
っ
た
結
晶
構
造
か
ら
電
子
状
態
ま
で
の
分
析

特
徴
：
試
料
作
製
か
ら
測
定
・
解
析
ま
で
の
総
合
的
な
支
援
体
制

既
存
共
同
利
用
施
設
の
上
に
の
っ
た
バ
ー
チ
ャ
ル
な
組
織

バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
専
門
家
集
団
を
結
び
つ
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

蓄
積
し
て
き
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
有
効
活
用

分
析
機
器
企
業
と
の
連
携
、
若
手
研
究
者
・
技
術
者
の
育
成

P
u
rp

o
se

:
S
u
p
p
o
rt

in
g

a
d
v
a
n
c
e
d

st
u
d
ie

s
in

m
a
te

ri
a
l
sc

ie
n
c
e

a
n
d

e
n
gi

n
e
e
ri
n
g

M
e
th

o
d
:

A
n
a
ly

si
s

fr
o
m

st
ru

c
tu

re
to

e
le

c
tr

o
n
ic

st
a
te

a
p
p
ly

in
g

e
le

c
tr

o
n
s

a
n
d

X
-
ra

y
s

K
e
y

p
o
in

ts
:
C

o
m

p
re

h
e
n
si

v
e

su
p
p
o
rt

fr
o
m

p
re

p
a
ra

ti
o
n

to
m

e
a
su

re
m

e
n
t,

a
n
d

a
n
a
ly

si
s

V
ir
tu

a
l
o
rg

a
n
iz

a
ti
o
n

b
a
se

d
o
n

e
xi

st
in

g
jo

in
t-

u
se

-
la

b
o
ra

to
ri
e
s

E
ff

ic
ie

n
t

u
se

o
f

a
c
c
u
m

u
la

te
d

te
c
h
n
iq

u
e
s

a
n
d

kn
o
w

-
h
o
w

C
o
o
rd

in
a
to

rs
th

a
t

c
o
n
n
e
c
t

in
d
e
p
e
n
d
e
n
t

gr
o
u
p
s

o
f

sp
e
c
ia

lis
ts

C
o
lla

b
o
ra

ti
o
n

w
it
h

c
o
m

p
a
n
ie

s
m

a
ki

n
g

a
n
a
ly

ti
c
a
l
in

st
ru

m
e
n
ts

E
d
u
c
a
ti
o
n

a
n
d

d
e
v
e
lo

p
m

e
n
t

o
f

n
e
xt

ge
n
e
ra

ti
o
n

sc
ie

n
ti
st

s
a
n
d

e
n
gi

n
e
e
rs

M
A

S
A

O
U

 M
a
te

ri
a
l 
A

n
a
ly

si
s 

a
n
d
 S

tr
u
c
tu

re
 A

n
a
ly

si
s 

O
p
e
n
 u

n
it

マ
テ
リ
ア
ル
分
析
・
構
造
解
析
共
用
ユ
ニ
ッ
ト

M
A

S
A

O
U

 i
n
st

ru
m

e
n
ts

; 
M

A
S
A

O
U
機
器

全
1
9
装
置
の
内
訳

構
造
観
察
・
解
析
関
連
：
９
台

組
成
・
状
態
分
析
関
連
：
５
台

試
料
作
製
装
置
：
５
台

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
登
録
：
内
数

6
台

◆
電
子
科
学
研
究
所

北
キ
ャ
ン
パ
ス
電
子
科
学
研
究
所
創
成
棟
研
究
棟

・
薄
膜
評
価
用

2
次
元

X
線
回
折
装
置

(X
R

D
, 
D

8
-
D

is
c
o
v
e
r)

・
中
低
温
対
応
粉
末

X
線
回
折
装
置

(X
R

D
, 
R

IN
T
-
2
0
0
0
)

・
粉
末

X
線
回
折
装
置

(X
R

D
, 
R

IN
T
-
U
lt
im
a
Ⅲ
)

・
X
線
光
電
子
分
光
装
置

(X
P

S
, 
J
P

S
-
9
2
0
0
)

・
フ
ー
リ
エ
変
換
型
赤
外
線
吸
収
分
光
光
度
計

(F
T
-
IR

, 
6
6
0
 p

lu
s)

・
紫
外
可
視
近
赤
外
分
光
光
度
計

(U
V

-
v
is

, 
L
a
m

b
a
 9

0
0
S
)

◆
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
超
強
力

X
線
回
折
室

工
学
研
究
院

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
棟

3
階

0
8

・
粉
末

X
線
回
折
装
置

(X
R

D
, 
R

IN
T
-
2
0
0
0
)

◆
光
電
子
分
光
分
析
研
究
室

工
学
研
究
院
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
棟

1
階

0
3

・
走
査
型
電
子
顕
微
鏡

(L
V

-
S
E
M

, 
J
S
M

-
6
5
1
0
L
A

)

・
原
子
間
力
顕
微
鏡

(A
F
M

, 
S
P

A
4
0
0
)

・
共
焦
点
型
レ
ー
ザ
ー
顕
微
鏡

(L
S
C

M
, 
1
L
M

2
1
D

)

・
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
ポ
リ
ッ
シ
ャ
ー

(C
P

, 
S
M

-
0
9
0
1
0
)

◆
ナ
ノ
・
マ
イ
ク
ロ
マ
テ
リ
ア
ル
分
析
研
究
室

工
学
研
究
院
材
料
化
学
棟

2
階

2
1
2

・
透
過
型
電
子
顕
微
鏡

(T
E
M

, 
J
E
O

L
-
2
0
1
0
)

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散
型
蛍
光

X
線
分
析
装
置

(X
R

F
, 
J
S
X
-
3
1
0
0
R
Ⅱ
)

・
顕
微
レ
ー
ザ
ー
ラ
マ
ン
分
光
装
置

(L
a
b
R

a
m

 1
B

)

・
粒
度
分
布
測
定
装
置
(M
T
3
3
0
0
E
X
Ⅱ
)

・
不
活
性
雰
囲
気
サ
ン
プ
リ
ン
グ
装
置

(A
xi

s 
P

ro
)

・
薄
膜
試
料
作
製
装
置
イ
オ
ン
ス
ラ
イ
サ
ー

(E
M

-
0
9
1
0
0
IS

)

・
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
ポ
リ
ッ
シ
ャ
ー

(C
P

, 
S
M

-
0
9
0
1
0
)

・
凍
結
真
空
乾
燥
装
置

(E
S
-
2
0
3
0
)◆

M
A

S
A

O
U
事
務
室

工
学
研
究
院
材
料
化
学
棟

1
階

1
0
4

M
e
m

b
e
rs

; 
M

A
S
A

O
U
運
営
メ
ン
バ
ー

M
A

S
A

O
U
は
─
─

工
学
研
究
院

◆
石
政

勉
特
任
教
授
（
運
営
委
員
長
）

◆
高
倉

洋
礼

准
教
授

◆
山
ノ
内

友
里
香

技
術
職
員

電
子
科
学
研
究
所

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
超
強
力

X
線
回
折
室

光
電
子
分
光
分
析
研
究
室

◆
坂
入

正
敏

准
教
授

◆
鈴
木

啓
太

技
術
職
員

ナ
ノ
・
マ
イ
ク
ロ
マ
テ
リ
ア
ル
分
析
研
究
室

◆
橋
本

直
幸

教
授

（
副
運
営
委
員
長
）

◆
宮
﨑

宣
幸

技
術
専
門
職
員

◆
王

永
明

特
任
助
教

◆
遠
堂

敬
史

技
術
職
員

◆
栗
芝

綾
子

技
術
職
員

◆
松
尾

保
孝

准
教
授

◆
今
村

逸
子

技
術
専
門
職
員

M
A

S
A

O
U
事
務
室

◆
中
川

祐
貴

特
任
助
教

◆
平
川

靜
技
術
職
員

◆
菊
地

美
耶

事
務
職
員

以
上
、

1
5
名
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

北海道大学における新たな共用システム導入支援プログラム採択4拠点の整備状況第1部
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共
用
の
実
施
状
況
（
2
0
1
6
年

4
〜

1
2
月
）

S
u
b
je

c
ts

; 
利
用
課
題

結
晶
学
・
結
晶
工
学

Z
n
基
正

2
0
面
体
準
結
晶
の
単
結
晶
育
成

V
基

3
元
合
金
で
の
準
結
晶
探
索

希
土
類

-
遷
移
金
属
複
合
酸
化
物
の
結
晶
構
造
と
物
性

ミ
リ
ン
グ
に
よ
り
粉
砕
し
た
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
の
結
晶
化
度
に

関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

海
底
鉱
床
中
の
物
質
キ
ャ
ラ
ク
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

粘
土
試
料
に
含
ま
れ
る
鉱
物
同
定

化
学
工
学

包
装
フ
ィ
ル
ム
断
面
構
造

窒
化
ホ
ウ
素
の
表
面
化
学
プ
ロ
セ
ス

カ
チ
オ
ン
の
金
属
腐
食
へ
の
影
響

環
境
セ
ル
を
用
い
た
ガ
ス
雰
囲
気
に
お
け
る
物
質
反
応
の
そ
の
場
観
察

材
料
工
学

セ
シ
ウ
ム
含
有
模
擬
燃
料
を
用
い
た
物
性
評
価
に
関
す
る
基
礎
研
究

エ
ネ
ル
ギ
ー
炉
用
材
料
の
機
械
的
特
性
お
よ
び
物
性
に
及
ぼ
す
微
細
組
織
の
影
響

安
全
性
を
追
求
し
た
革
新
的
炉
心
材
料
利
用
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発

改
良
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
被
覆
管
の
設
計
基
準
事
故
下
で
の
材
料
試
験
及
び

基
礎
物
性
デ
ー
タ
整
備

三
次
元
電
子
顕
微
鏡
観
察
の
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
向
上
を
目
指
し
た
試
料
処
理
及
び

解
析
法
の
構
築

環
境
科
学
・
環
境
工
学

ご
み
焼
却
排
ガ
ス
処
理
用
の
材
料
開
発

焼
却
灰
の
組
成
分
析

環
境
ナ
ノ
マ
イ
ク
ロ
物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
―
北
大
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
の
花
粉
推
移
と
予
報
構
築
―

ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
ポ
リ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ
り
作
成
し
た
包
装
フ
ィ

ル
ム
断
面
の
分
析

蛍
光

X
線
分
析
装
置

(X
R

F
)に
よ
る
焼
却
灰
の
組
成
分
析

R
o
le

 o
f 

th
e
 M

A
S
A

O
U

 o
ff

ic
e
; 
M

A
S
A

O
U
事
務
室
の
役
割

場
所

工
学
研
究
院
材
料
化
学
棟

1
F

M
C

1
0
4

ス
タ
ッ
フ

特
任
助
教
：
中
川
祐
貴

技
術
職
員
：
平
川
靜

事
務
職
員
：
菊
地
美
耶

M
A

S
A

O
U
事
務
室
で
行
な
え
る
こ
と

・
研
究
目
的
に
応
じ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

初
心
者
教
育
、
実
験
支
援

最
適
機
器
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

測
定
後
の
解
析
方
法
ア
ド
バ
イ
ス

・
委
託
測
定

・
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

M
A

S
A

O
U
ス
タ
ッ
フ
と
の
相
談
、
測
定
代
行
料
金
は
発

生
し
ま
せ
ん
。
装
置
の
ご
利
用
に
つ
い
て
は
、
各
施
設

で
設
定
し
た
料
金
の
み
の
課
金
と
な
り
ま
す
。

T
o
ta

l
O

p
e
ra

ti
o
n

T
im

e
a
n
d

F
o
r

O
p
e
n

U
se

(2
0
1
6
. 
A

p
ri
l 
-

D
e
c
.)

MASAOU　石政　勉　工学研究院　教授
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M
A

S
A

O
U
バ
ナ
ー

利
用
実
績

各
施
設

ご
利
用
の
流
れ

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

ト
ッ
プ
メ
ニ
ュ
ー
バ
ー

M
A

S
A

O
U
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

M
A

S
A

O
U
独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.e
n
g
.h

o
k
u
d
a
i.a

c
.jp

/
la

b
o
/
m

a
s
a
o
u
/
in

d
e
x
.h

tm
l

サ
イ
ド
バ
ー

随
所
に
リ
ン
ク
を
貼
っ
て
あ
る
の
で
、
調
べ
な
く
て
も
、
必
要
な
サ
イ
ト
へ
ジ
ャ
ン
プ
で

き
ま
す
。

L
e
a
fl
e
ts

; 
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

M
A

S
A

O
U
装
置
そ
ば
に
三
角
コ
ー
ン
を
設
置

M
A

S
A

O
U
装
置
ご
利
用
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

M
A

S
A

O
U
紹
介
両
面
印
刷
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

△
表
面

△
裏
面

M
A

S
A

O
U
の
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン

ユ
ニ
ッ
ト
名
称
入
り

E
xa

m
p
le

: 
b
ili

n
gu

a
l 
m

a
n
u
a
l 
fo

r 
fo

re
ig

n
 s

tu
d
e
n
ts

 a
n
d
 r

e
se

a
rc

h
e
rs

A
c
h
ie

v
e
m

e
n
ts

 p
a
g
e

F
a
c
ili

ti
e
s 

p
a
g
e

F
lo

w
 p

a
g
e

In
d
e
x 

p
a
ge

M
A

S
A

O
U

 H
o
m

e
p
a
g
e
 （

E
n
gl

is
h
）

M
A

S
A

O
U

 W
e
b
 s

it
e

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.e
n
g
.h

o
k
u
d
a
i.a

c
.jp

/
la

b
o
/
m

a
s
a
o
u
/
in

d
e
x
.h

tm
l

M
A

S
A

O
U

 b
a
n
n
e
r

北海道大学における新たな共用システム導入支援プログラム採択4拠点の整備状況第1部
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1
. 
 運
用
上
の
課
題

(1
) 
次
第
に
老
朽
化
す
る
装
置
の
更
新

(2
) 
予
期
せ
ぬ
故
障
に
つ
い
て
の
対
処

2
.
組
織
と
し
て
の
課
題

既
存
の
共
同
利
用
体
制
と
の
擦
り
合
わ
せ

(1
) 
各
施
設
は
共
同
利
用
施
設
と
し
て
の
長
い
歴
史
を
も
つ

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
超
強
力

X
線
回
折
室
（
1
9
8
3
年
か
ら
）

光
電
子
分
光
分
析
研
究
室
（
1
9
7
6
年
か
ら
）

ナ
ノ
・
マ
イ
ク
ロ
マ
テ
リ
ア
ル
分
析
研
究
室
（
1
9
7
5
年
か
ら
）

電
子
科
学
研
究
所
（
2
0
0
3
年
か
ら
）

(2
) 
装
置
の
充
実
度
に
大
き
な
差

概
算
要
求
が
い
つ
通
っ
た
か
に
大
き
く
依
存

(3
) 
ナ
ノ
テ
ク
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
の
整
合
性

現
状
は
、

1
つ
の
施
設
内
に
ナ
ノ
テ
ク
と
新
共
用
が
混
在

(4
) 
機
器
が
学
内
に
分
散
し
て
い
る

(5
) 

M
A

S
A

O
U
の
将
来
像
は
重
要
な
検
討
課
題

F
u
tu

re
 s

u
b
je

c
ts

; 
今
後
の
課
題

1
.
応
用
物
理
学
実
験

II
で
の
機
器
利
用
（
粉
末

X
線
回
折
計
、

9
日
間
）

2
.
第

4
回
微
小
部
・
表
面
分
析
研
究
ユ
ー
ザ
ー
ズ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
5
月

1
2
日
共
催
）

学
外
（
北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
：
村
上
達
也
）

お
よ
び
分
析
機
器
企
業
（
日
本
電
子
：
中
山
智
香
子
、
田
中
章
泰
、
大
西
市
朗
）
を

含
む
全
７
講
演
者

3
.

X
線
使
用
に
関
す
る
安
全
講
習
会
（
共
催
、
平
成

2
8
年

5
月

1
7
日
）

4
.
第

1
回

M
A

S
A

O
U
セ
ミ
ナ
ー
（
主
催
、
平
成

2
9
年

1
月

1
6
日
）

海
外
研
究
者

(ド
イ
ツ
、

M
a
rt

in
-
L
u
th

e
r 

U
n
iv

e
rs

it
y
: 
P

ro
f.
D

r.
 W

. 
W

id
d
ra
）

に
よ
る
講
演

5
.

X
線
解
析
セ
ミ
ナ
ー

(平
成

2
9
年
年

2
月
予
定

)
分
析
機
器
企
業
（
R

IG
A

K
U
）
技
術
者
に
よ
る

セ
ミ
ナ
ー

6
.

2
0
1
7
年
度
（
平
成

2
9
年
度
）
合
同
施
設
説
明
会

開
催
予
定
：
4
月

2
5
日
、

2
6
日
、

2
7
日
の
ど
れ
か

第
1
回

M
A

S
A

O
U
セ
ミ
ナ
ー

本
年
度
の
教
育
・
人
材
育
成
活
動
と
次
年
度
の
予
定

MASAOU　石政　勉　工学研究院　教授
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5. アンケート結果
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北海道大学
（教職員）（18）

北海道大学
（学生）（4）

北海道大学
以外の大学
（19）

公的研究機関
（2）

その他
（1）

企業
（1）

アンケート結果

1. あなたのご所属は？（回答者のみ）

2. 本シンポジウムをどのようにお知りになりましたか？（複数回答可）

回答数

国立大学法人機器・分析センター協議会関係者向け一斉メール 8

本学オープンファシリティ利用者向け一斉メール 6

本学部局担当者等からの一斉メール 13

その他一斉メール 4

指導教員からの勧め 6

知人からの紹介 6

ポスター・リーフレット 7

本学ホームページ 5

その他 4

3. 本シンポジウムの感想をお聞かせください。
3-1. ご自身の活動に参考になったものは以下のうちどれですか？（複数回答可）

回答数

講演「新たな共用システムの導入と今後の研究開発基盤政策について」 33

講演「ヤンゴン大学 URC の管理・運営について」 9

報告「北海道大学における新たな共用システムの導入支援プログラム採択 4 拠点の
　　　整備状況」 25

報告「グローバルファシリティセンター進捗状況について」 12

報告「試作ソリューション部門、設備リユース部門の紹介」 15

報告「国際連携推進部門の紹介と論文調査データーベースについて」 10

報告「最先端共用機器の産業への応用」 6

パネルディスカッション「イノベーション創出に資する研究基盤共用のあり方
　　　〜共用のニーズ変遷と目指すべきゴール〜」 24

その他 0

第 1部



39

満足
（19）

まあ満足
（16）

普通
（7）

やや不満
（0）

不満
（0）

3-2. 全体を通じて、本シンポジウムはいかがでしたか？

4.今後シンポジウムで取り上げてほしい話題・企画

■ 予算・内訳・実例

■ 各学部の先生、学部内の機器利用について教えてもらいたい

■ 人材育成について焦点を当ててほしい（例も含めて）

■ 利用成果などの報告

■ 人材育成、キャリアパスプラン

■ 広く意見交換できる場（パネルディスカッションの一環）であるとなお良かったと思います

■ オプションでキャンパスツアー（試作ソリューション部門等）があるとなお良かったです

■ Open Facilityを実際に利用して研究が進んだ実例を紹介して欲しい

■ 資金的裏付け、オペレーションコスト

■ 民間の委託分析とのすみわけ

■ 産業界の機器利用と課金システム

■ 人材育成の実際（現場における育成方法）

■ 異分野交流会の場としても利用できたらと思います

■ 設備リユースについてもっと詳しく知りたい（お金の流れや事務的なことについて）

■ GFCと深い関係のあるURAの業務紹介
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5. その他　ご意見・ご感想

■ 大学の中でもプロジェクトと組織の重要性を感じました

■ GFCはじめ北大と文科省との関係性の質の高さが印象的でした、これからの展開を楽しみにしています

■ フリカンバンも英語で？

■ かた苦しくなく、聞くことができたシンポジウムでした

■ 講演・報告の内容も分かり易かったです

■ Open Facilityに登録されている装置と、登録されてない装置がそれぞれたくさんあると思いますが、
　 その違いは何でしょうか？装置所有者たちへのコマーシャル不足でしょうか？

■ オープンファシリティシンポのプレゼンなのにパワーポイントの文字が小さくて困りました。

■ 設備市場は使い方がかんたんなのでちょっとしたメール周知でひろがるのでは

■ オープンファシリティに登録される機器が増えるにつれて、同様な機器のどれを選ぶべきかといった情報　 
　 が必要となる。そのような情報をHPに載せていただきたい。

■ 事業における委託費・補助金における人件費は3～5年なので「長い試用期間」と考えれば企業の方から
　 見ればうらやましい限りだと思います。終わった時に優秀であれば大学として雇うべきです。

■ 利用料金が少々分かりづらいかと思います（料金の簡単な説明もあると良いと思います）

■ 利用する前にお試し利用の制度はつくれますでしょうか

アンケート結果第1部

記入内容は一部編集して記載しています
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